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【今週の仮メイクアップ会員】
◦２月10日　姉妹クラブ交流事業
　米沢中央RC上杉雪灯篭まつり親睦交流会
　佐藤幸彦、村上堅二、金田昇、大竹憂子、十文字光伸、

山口治

○ソング　君が代　奉仕の理想

A  出席免除を受けていない正会員数 ５５名

B  出 席 免 除 の 適 用 正 会 員 数 １４名

T  全 正 会 員 数 ６９名

C  Ⓐの出席者数 ３１名

D  Ⓐのメイクアップ 者数 ０名

E  Ⓑ の 出 席 者 数 １０名
G ＝ Ⓒ ＋ Ⓓ ＋ Ⓔ

（メイクアップ補填後の出席会員数） ４１名

H ＝ Ⓣ － （ Ⓑ － Ⓔ ） ６５
I ＝ Ⓖ ／ Ⓗ × 1 0 0

（例会出席率） ６３．０％

第1793回例会出席状況� （R６年２月13日)

▶例会日：第１・第３木曜日（12：30）その他の木曜日（18：30〜19：30）
▶例会場：白河市新白河駅前　東京第一ホテル新白河
▶事務局：〒961-0957 福島県白河市道場小路96-5（白河商工会議所内）  ☎23-3101　ＦＡＸ22-1300
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■会長の挨拶
◦白河ロータリークラブ� 菊池俊一郎会長

　改めまして、新年あけましておめで
とうございます。私、白河66代会長を
仰せつかりました菊池俊一郎と申しま
す。職業は水産物卸業でございます。
この間はＩＭで大変騒がしてすみませ
んでした。今日はお忙しい中、圓谷副

市長にお越しいただきまして、本当にありがとうござ
います。我が白河ロータリーも今、会員数が40名と
徐々に増えてまいりましたけども、辞める方も多くて
非常に困ってるような状況でございます。世の中、混
沌として大変住みにくいなんか矛盾している、ここで
しょうもないですけども、毎朝一番話題は我々増税イ
ンボイス私たちから税金を取って偉い人のほうが脱
税で5年間遡ってやれないという話になりまして、一
度もろくな話はしてないんですけども、そんな形で大
変なんか矛盾していますけども。これが日本だと思っ
て我慢してください。我々が議論してもどうにもなら
ないことですけども、本当襟元正して本当に自由民主
党頑張って欲しいと思います。ここであんまり難しい
話したってしょうもないですので、頭がないもんで一
つだけ魚屋しかわからない秘密を教えます。皆さん、
これなかなか食ったことないと思うんですけど、魚に
も巨人の星ってあるんです。わかりますか、誰かわか
る人。巨人てサメのことをいうんです。モウカザメ、
我々の売ってる食べてるのはボウザメですけども、モ
ウカザメって栃木県のほうで食べるんですけど、星は
心臓のことです。1匹に一つしか心臓ないわけですか
ら、それを刺身で食べたら本当においしいです。クジ
ラのお肉くらい。なかなか気仙沼に行くとよく知って
ないと言われると思われますので、今度気仙沼の料理
屋さんに行ったら是非節がありますけども、あそこふ
かひれとか有名ですけども、是非食べてみてくださ
い。今日は、白河ロータリークラブが主幹でございま
すけども、何かと不行き届きな点があると思いますけ
ども、今日の良き日に免じて勘弁してください。以上
で挨拶とします。本当ありがとうございます。

◦白河西ロータリークラブ� 佐藤幸彦会長
　皆さん、こんばんは。改めまして、
あけましておめでとうございます。本
年もよろしくお願いいたします。本年
度、白河西ロータリークラブの第38代
会長を務めさせていただいております
佐藤幸彦と申します。我がクラブは現

会員数69名でございまして、非常に多くなっておりま

すが、活動するにあたっても皆さんの若い協力、また
地域の皆さんの協力がないとできないと思っておりま
す。本年度、我が西ロータリークラブは「みんなが楽
しいロータリー」をスローガンとして、みんなとはロ
ータリアンを含め、ご家族、ご友人、地域の方を含め
て「みんなが楽しいロータリー」というスローガンと
させていただいております。今夜はまさしく3つのロ
ータリーが集まり、またご来賓の方を含めて本当に楽
しいロータリーとなることと確信しておりますので、
今夜はひとつよろしくお願いいたします。簡単ではご
ざいますが、会長挨拶とさせていただきます。ありが
とうございます。

◦白河南ロータリークラブ� 鈴木清次会長
　皆さん、どうもこんばんは。白河南
ロータリークラブの会長の鈴木でござ
います。本日は3ロータリーの合同新
年会ということで、主幹されます白河
ロータリークラブの皆様方には大変お
世話になります。私のほうからは、過

日2月4日にＩＭを行いました。そのＩＭのお礼を白河
南ロータリークラブを代表いたしまして、一言ご挨拶
を申し上げたいと思います。副市長さんにもご来賓と
しておいでいただきまして、多くの皆様方にもご参加
をいただきました。白河南ロータリークラブは14名と
いう少数の人数ですので、実行委員会を作りまして何
度も打ち合わせをして、佐藤靖一ガバナー補佐、そし
て西牧実行委員長のもと、打ち合わせをして当日を迎
えたわけでありますが。不手際があったりと思います
ので、その点はご容赦をいただきたいと思います。し
かしながら、皆様方に協力をいただいて無事終了しま
したこと、本当にお礼を申し上げます。特に、第二部
の講演会では交換留学生、そして米山奨学生の体験談
を発表していただきまして、皆様方それぞれ参考にな
ったかと思いますが、その後の懇親会ではチャリティ
オークションとしまして、能登半島地震の義援金とし
まして石川の地区のほうに義援金を寄付をするという
ことで始まったわけでありますが。チャリティオーク
ション、なんとそのチャリティオークションの競り人
に、白河ロータリークラブの菊池会長がおいでいただ
きまして、それでもう急に盛り上がっちゃいまして、
すぐ完売になってしまいまして、さすがにやっぱり商
売人は違うのかなとつくづく思いました。そんなこと
で本当に30万以上の義援金が集まりましたので、さっ
そく石川の地区のほうに義援金を贈らせていただきま
す。本当に皆さん、どうもありがとうございました。
今日は年に一度の合同の新年会ですので、ロータリー
の皆さん方と楽しいひと時を過ごしたいと思いますの
で、どうぞよろしくお願いいたします。どうもありが
とうございました。

本日のプログラム
３ロータリークラブ合同新年会３ロータリークラブ合同新年会



第1793回例会 令和６年２月13日（３）

■幹事報告� 村上堅二幹事
◦ガバナー補佐　佐藤靖一：IMに参加の御礼
◦ガバナー　右近八郎、ガバナーエレクト　早川敬

介：会長エレクト研修セミナー（PETS）開催のご
案内

◦白河ロータリークラブ� 原芳之幹事
　改めまして、新年あけましておめで
とうございます。本日は、令和2年から
ですか、6年ですから4年ぶりというこ
とで、沢山の方々が出席していただき
まして誠にありがとうございます。本
日は、久しぶりの3ロータリークラブと
いうことで楽しんでいってほしいと思

います。それでは、幹事報告させていただきます。ま
ず、ロータリーリーダーシップ研究会ということで、
卒業コースのご案内が来ております。続きまして、Ｉ
Ｍに参加のお礼ということで、こちら県南分区ガバナ
ー補佐佐藤靖一様より来ております。続きまして、会
長エレクト研修セミナーということで、ＰＥＴＳ開催
のご案内が来ております。今回は、共通の報告は3つ
になると思います。昨日なんですが郡山ビューホテル
アネックスにおきまして、2023学年度の米山奨学生の
修了式がありました。私は幹事ということではなくて
世話クラブのカウンセラーということで、奨学生の于
宝宇さんと一緒に参加してまいりました。今年度、
卒業する学生が15名ですかね。うち2年生の奨学生が
7名。1年生の奨学生が8名ということで、一堂に会し
まして米山奨学生関連の地区の役員ということで、右
近ガバナーはじめ大勢の方々が参られました。その中
で指定校となっている大学が幾つかありまして、福島
大学の学長、そして日本大学、国際大学の学長、国際
ビジネス公務員大学校の学科長、国際情報工学科の自
動車大学校などが指定校になっておりまして、学長自
らが参加されておりました。福島大学の学長さんによ
りますと、昨年初めて卒業式のほうに出させてもらっ
たということだったんですが、非常に感銘を受けまし
て、今年も是非混ざりたいということで昨日は一緒に
奨学生の門出をお祝いしてまいりました。懇親会の中
では、各カウンセラーそれぞれの奨学生全員からミニ
スピーチがありまして、それぞれの思い、気持ちを告
白することができまして、柔らかな雰囲気の中で良い
修了式となりました。幹事報告とはまた別なんです
が、以上報告とさせていただきます。本日はよろしく
お願いいたします。

◦白河西ロータリークラブ� 村上堅二幹事
　皆さん、こんばんは。白河西ロータ
リークラブの幹事を仰せつかっており
ます村上と申します。よろしくお願い
いたします。幹事報告は原幹事のほう
と同じ内容になりますので、それは割
愛させていただきたいと思います。本
日は久しぶりの3ロータリー合同の新年

会ですので、楽しんでまいりたいと思いますのでよろ
しくお願いいたします。

◦白河南ロータリークラブ� 茨木龍芳幹事
　喋り出すと何を言い出すかわからな
い茨木です。簡単に終わらせていただ
きます。どうもありがとうございます。
ＩＭの懇親会の折に、私たちができな
いことをやっていただきました。おか
げさまで沢山の義援金が集まりました。
本当に皆様ありがとうございました。

厚く御礼を申し上げます。

■祝辞
◦白河市長鈴木和夫様代理　白河市副市長
� 圓谷光昭様

　皆さん、改めましておばんでござい
ます。ご紹介いただきました、白河市
副市長の圓谷光昭でございます。先日
の「グランドエクシブ」でやったイン
ターシティミーティング。あの時も市
長代理で行かせていただきました。大
変皆さん、お疲れ様でした。今の自

分、丸の内町内会という所に西ロータリークラブの会
長さんがですね、同じ丸の内町内会の佐藤幸彦会長さ
ん。そして、南ロータリークラブの前会長さんが箕輪
正男会長さんということで、大変皆様方に丸の内町内
会でお世話になっております。それで鈴木和夫市長な
んですが、本日ちょっと別な公務がございまして出席
できないものですから、市長に代わりましてご祝辞を
申し上げたいと思います。まずは白河、そして白河
西、白河南の各ロータリークラブ合同新年会というこ
とで、誠に開催おめでとうございます。1月1日に能登
半島地震ありましたが、大変な事ありましたが、皆様
方におかれましては健やかに新年をお迎えになったこ
ととお慶び申し上げたいと思います。また、ロータリ
ークラブの皆様方にはロータリークラブの奉仕の精神
ということで、日頃から地域に根差した社会奉仕活動
や、次の世代を担う青少年の健全育成活動などを通し
まして、明るい地域社会の維持、発展に対しまして格
別なるご理解とご協力を賜っております。厚く御礼を
申し上げたいと思います。ちょっとここで人口の話し
たいと思うんですが、今日も出てましたが国立社会保
障人口問題研究所というところがありまして、そこの
推計がございます。昨年12月に発表されました人口で
すね。2050年には、30年後の話なんですが、2020年度
に比べると全国で2割程度、まあ16％ですけど正確に
いうと。それが県全体、それから白河市とも、約3割
程人口が減少するというふうな発表もありました。ま
た、15歳未満の子供なんですが、福島県全体それから
白河市ともに半減するというようなことになっており
ます。更に昨日の新聞ですか、生産年齢人口の話も出
てまして県全体では4割減ると。それから、白河市で
は約5割45％減というふうに推計をされてるところで
ございます。ただ、西郷村さんですと24.1％減という
ことなので。この地域全体としては、さほどそんなに
白河市ほどの数字にはなんないんですが、全体で考え
ればいいんですが、ただ地図上は線は引かれておりま
すので白河市だけだとそのような44.5％減というよう
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な、このような数字も出ております。その大きな要因
といたしましては、当然皆さんもご承知のとおり少子
化でありますね。令和4年は、全国で出生数が初めて
80万人を割ったというふうなことです。大きな話題と
なっております。令和5年は、さらにそれを上回りま
して70万人台前半になるというふうな話になっており
ます。白河市の人口も今後数十年に渡って減少し続け
ることは、これ避けようもない事実なんですが、いか
にして減少幅を抑えるかということなんですけども。
今後はやはり縮小する社会というんですかね、これを
前提にいたしまして公共施設の整備等、あるいは今非
常に重要な課題になってますが地域間を結ぶ公共交通
の問題ですね。これどういうふうにしていくのか。さ
らに、デジタル化ですね。これも推進してやらなきゃ
ならないということで。利便性の向上を図るというこ
とで。すべての政策に付きまして白河市挙げて議論し
ていかなければならないというふうに考えているとこ
ろであります。人口減少が進んだからといいまして
も、即地域の衰退に繋がるわけではありませんが、市
民や企業、それから団体、そして行政が、知恵を絞り
まして共に汗をかきながら同じ目標に向かって進んで
いくということで、小さくても活気のある地域を作っ
ていくことができるというふうに、これ市長も常々考
えている話になっております。そのためには、地域の
実情に精通していらっしゃる、そして豊富な経験と人
脈を有するロータリークラブの皆様方のお力添えが何
より欠かせないものと考えておりますので、引き続き
まして温かいご理解とご協力を賜りますようお願いを
申し上げるところであります。鈴木市長が常々言って
おりますが、行政だけでは何もできませんので皆さん
と共に、手を携えながら白河の明るい未来を切り開い
ていきたいという考えでございますので、よろしくお
願いを申し上げたいと思います。小さくても、幸せと
いうんですか。ウェルビーイングなんて言ってます
が、物の豊かさよりも今、精神的豊かさを求められて
おりますので、その辺も考えましてどのような政策を
進めるのか皆さんと共に考えていきたいというふうに
市長も考えておりますので、よろしくお願いします。
結びになりますが、白河、それから白河西、白河南の
各ロータリークラブ様の益々のご発展。そして、本日
のご参会の皆様のですね、何はあってもご健勝でござ
います。それから、ご活躍、心より祈念申し上げまし
て、市長に代わりましてのお祝いの言葉とさせていた
だきます。本日は誠におめでとうございます。

■本日のお客様
　白河市副市長　圓谷光昭様
　白河ローターアクトクラブ会長
　第2530地区ローターアクトクラブ代表　佐藤正和様
　白河ローターアクトクラブ会計　有賀聡志様
　米山記念奨学生　于宝宇様

■祝電
　謹んで白河3ロータリークラブ合同新年会の開催を
お喜び申し上げます。また旧年中のご厚情とご期待に
心より御礼申し上げます。白河3ロータリークラブの
益々のご発展と地域振興に貢献されている皆様のご活
躍を期待しますと共にご参会の皆様のこの一年が健康
に幸多き日々となられますよう心から祈念申し上げま
す。
� 令和6年2月13日　衆議院議員　上杉謙太郎様

■奨学金授与
◦米山記念奨学生� 于　宝宇様

　皆さん、こんばんは。ロータリー米
山奨学生の于宝宇と申します。ロータ
リー米山奨学生採用されてから、そろ
そろ一年になります。この一年間、原
カウンセラーをはじめクラブの方々に
本当にお世話になりました。そして、
一か月一回の例会に参加させていただ

くことによって、皆様の奉仕の精神をすごく感じまし
た。分野の違いにも関わらず、皆さんは時間と金銭を
出して週一回集まることは、最初よく理解できません
でした。今はだんだんわかってきました。その理由は
皆さん同じ目的、社会奉仕の実現だと思います。この
奨学金は私の留学生活に経済的に助かることはもちろ
ん、国際的な交流や理解など貴重な活動を経験させま
した。一年間の奨学金生活は短いですが、私の人生に
とって大きな財産になると思います。この奨学金のお
かげで、私は学習に集中できました。日本での生活は
以前よりはるかに豊かになりました。昔はこうしてみ
んなの前に立ってスピーチするのが本当に苦手でし
た。しかし、米山奨学生になって以来、卓話スピーチ
などの経験を積んで大勢の人たちの前で発言すると震
えるという自分の短所をようやく克服しました。ロー
タリーの奨学金生活が終了しても、私はロータリーの
奉仕の精神というものを忘れることはありません。そ
して、感謝の気持ちを持って将来母国と日本との懸け
橋となって、国際社会で活躍することを目指します。
今後も頑張っていきたいと思います。一年間ご支援を
いただき誠にありがとうございました。よろしくお願
いします。
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■開会の言葉
◦白河ロータリークラブ
　次年度県南分区ガバナー補佐� 佐藤演由パスト会長
　皆様、こんばんは。本来ですと、うちのクラブの直
前会長のこの式次第にあります渡辺パスト会長が開会
のご挨拶をするところですが、急遽欠席となりました
ので、私が代わりに開会の挨拶をさせていただきま
す。先ほどは圓谷副市長さんのご祝辞をいただきまし
て、日本に限らず白河の人口減少などということをち
ょっと実感してまいりました。また、挨拶した于さん
の国は今、春節で中国はお正月なんですよね。そんな
気持ちにあやかって、楽しくこれから懇親会を開催し
ていただければと思うんですが。うちのクラブでよく
言うんですけど、だらだら飲むのはあんまりよくない
ということで、標語で言うんですけど、清く正しく潔
く。だらだら飲まないという形で、楽しく皆さんとロ
ータリーの親睦を図っていただければと思います。よ
ろしくお願いします。只今から、合同新年会の懇親会
を始めたいと思います。よろしくお願いします。

懇親会懇親会

■乾杯
◦白河ロータリークラブ　パストガバナー
� 鈴木邦典様
　圓谷光昭副市長さん。実はちょっと話したら、副市
長さんのお兄さんは実は白河ロータリークラブでロー
タリー財団の留学生をされたんですよね。アメリカの
プリンストン大学に1979年ですから、かれこれもう50
年近い前にですよね。そういう意味で、圓谷副市長さ
んもロータリーと全く関係ないわけではないんです。
先程来、副市長さんが話しましたけど、ロータリーの
神髄的なことを話しましたよね。ロータリーの奉仕と
いうのは、世界における奉仕に対する意欲のある人た
ちの集まりなんですね。ロータリーとは何ぞやといい
ますと、よく奉仕と親睦と言いますけど、酒飲みだけ
が親睦である。つまりは、奉仕を通じて親睦を図ると
いうことでございます。今日は、副市長さんもおいで
でございますので、3クラブのロータリアンの方々、
どんどん杯を酌み交わしながら、今後あるべきロータ
リーの姿と地域社会を明るくしようということで頑張
りましょう。それでは、3クラブの発展と白河市の発
展を祈念して乾杯したい思います。乾杯。
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